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⑮ 著 書
1 )  小 泉 富 美 朝 : ア レ ル ギ ー 性 肉 芽 腫 性 血 管 炎

(AGA) の 病理組織学的検討 と そ の 臨床病 理 学 的

診 断指 針 の 提唱 . r難 治 性 血 管 炎 の 基 礎 と 臨 床

‘91J 田 辺達三， 吉 木 敬 編 ， 62- 70 ， 山 藤 印 刷 ，

札幌， 1992 . 

2) 小 泉 富 美 朝 : 消 化 器 系 ， 皮 膚 ， 結 合 組 織 病 ，

「基準病理学 各論」 青木重久， 小 泉 富美朝編 著 ，

377-444 ， 449-481 ， 483-492 ， 南 江堂， 東京， 1992 . 

3) 若 木邦彦 : 男性性器， 松果体， Langer hans島 ，

皮 膚 . r基準病理学 各論J 青 木 重久 ， 小 泉 富 美

朝編著， 1 1 9-131 ， 185- 187 ， 209-215 ，  449 - 481 ， 南

江堂， 東京， 1992 . 

4) Kawaguchi M . ，  Sakai T. ， Ishizawa S. ， Shimoda 

F . ， Kitagawa K . ， Kaji T. and Koizumi F . : 
Immunohistochemical comparison between mul

tinuc1eated giant cells which appear fre

quently in the tonsils of patients with pus

tulosis palmaris et plantaris and in other granulo

matous inflammatory lesions. Advances in Oto

Rhino-Laryngo lo gy ，  C . R .  Pfalts(Ed .) vol .  47， 

213-221 ， S .Karger ， Basel ， 1992 . 

⑮ 原 著
1) Kaji T . ，  Mishima A . ， Yamamoto C. ， Sakamoto 

M. and Koizumi F. : Effect of cadmium on the 

monolayer maintenance of vascular endothe

lial cells in culture .  Toxicology 7 1 : 2 6 7 -
276 . 1992 . 

2) Nishijima M， Takaku A， Endo S， Kuwayama N ，  

Koizumi F， Sato H and Owada K :  Etiological 

evaluation of dural arteriovenous malform a

tio n  o f  the lateral and sigmoid sinuses 

based o n  histopathological examinatio ns .  

J .Neurosurg . 76 : 600←606 ， 1992 . 

3) Kaji T . ， Yamamoto C. ， Sakamoto M .  and Koi

zumi F. : Endothelin m odulatio n  o f  tissue 

plasminogen activato r  release from human 

vascular endothelial cells in culture .  
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1 1) 松 井 一 裕， 北 川 正 信 : 悪 性 リ ン パ 腫 様 の 組織

像 を 示 し た 肺 癌 3 例 の 臨床病理学 的検討 . 第 3 3 回

日 本肺癌学会総会， 1992， 1 1 ， 名 古屋.

12) 増 田 信 二 ， 中 野 昌 子 ， 中 田 千 里 ， 寺 井 孝 ，

谷 口 賢 司， Lima， C .;生 水 真 紀 夫 : 穿 刺 吸 引 細

胞 診 で 診 断 さ れた 乳腺腺様嚢胞癌の 一例. 第 3 1 回
日 本臨床細胞学会秋期 大 会 学 術 集 会 ， 1 992 ， 1 1 ， 

宝塚.

13) 生水真 紀 夫 ， 増 田 信 二 ， 杉 山裕子， 富 松 功 光 ，

寺 井 孝 ， 中 間千里， 中野 昌 子， 谷 口 賢 司 ， 伊 藤

達 哉 ， Lima， C .  : 増殖 性 卵 巣 ブレ ン ナ ー 腫 蕩 の

1 例. 向上.

14) 北 川 正信 : シ ン ポ ジ ウ ム 「間質性肺炎 J 3 .  

好酸球性肺炎. 1992年度 国 際病 理 ア カ デ ミ ー 教 育

セ ミ ナ ー ， 1 992， 1 1 ， 東 京 .

15) 安 田 政 実， 岡 田 英吉 ， 北 川 正 信 : 淡 明 細 胞 を

特徴 と し た 乳癌の 1 例. 日 本病 院病理医協会 中 部

支部第30回 交 見 会 ， 1992， 12 ， 名 古屋.

16) 北) 11正 信 ， 増 田 信 二 : 原 発性胸腺腺癌の 1 例 .

向上 .
1 7) 三 輪 淳夫， 北 ) 1 1 正 信 ， 増 田 信 二 : Mucosa

asso ciated lymphoid tissue ( MALT) 由 来 と

思われ る 胃 悪性 リ ンパ腫. 向上 .

⑥ そ の 他
1) 増 田信 二 ， 田 地弘 子 ， 北 川 正信 : 腎 ベ リ ニ 管 癌

の 1 例. 病 院病理10(1 ) : 65-65， 1992 . 

2) 田 地 弘 子 ， 松井一裕， 安 田 政実， 北 川正信 : 骨

化 を 伴 っ た 神経鞘腫の 1 例 . 病 院 病 理 1 0(1 ) : 66-

66 . 1 992 . 

3) 三輪淳夫， 北 川 正 信 : 多 様 な形態 を 示 し た 卵 巣

類 内 膜腺癌. 病 院病理 10(1 ) : 67-67， 1992 . 

4) 北 俊 之 ， 能登啓文， 中川 禎二， 戸 島 雅 宏 ， 浜

脇正好， 根 本慎太郎， 西 谷 泰， 藤村光 夫 ， 前 田

昭 治 ， 三輪淳夫， 北 川 正 信 ， 松井一裕 : 癌 性 胸 膜

炎 に 対 す る 胸膜肺全摘 術 の 1 例 . 富 山 中 医 誌 1 5 :
19-24 . 1992 . 

5) 西 条 旨 子 ， 森河 裕 子 ， 田 畑 正 司， 千 間 正 美 ， 中

川 秀 昭， 河野俊一， 楠 憲男 ， 北川正信 ， 寺 西 秀

豊， 青 島 恵 子 ， 加藤輝隆， 加須屋 実， 萩野茂継 :

イタ イイタ イ病 と 甲 状腺機能低下. 富 山県 農 村 医

学 研究会誌. 23 : 75-82 ， 1992 . 

6) 桜 井 治 彦 ， 島 正 吾 ， 細 田 裕， 横 山 邦 彦 ， 北

川 正 信 ， 音馬 峻: ア ス ベ ス ト の安全使用 は 可 能

か (座談会). せ き め ん 559 : 1-23 ， 1 992 . 



Blood Coagulation and Fibrinolysis 3 : 5- 1 0 ， 
1992 . 

4) Kawaguchi M . ， Sakai T . ， Ishizawa S . ， Shi

moda F. ， Kitagawa K. ， Kaji T.  and Koizumi F. : 
lmmunohistochemical study on multinuc1eated 

giant cells appeared frequently in patients 

with pustulosis palmaris et plantaris . 

DENDRITIC CELLS 1 : 63-67 ， 1 992 . 

5) Kaji T . ，  Kawashima T. ， Yamamoto C. ， Saka

moto M. ， Kurashige Y. and Koizumi F. : Revers

ibility of the inhibitory effect of rhoda

mine B on the proliferation of cultured hu

m an lip fibroblasts . Toxicology Letters 60 : 
69-74 ， 1992 .  

6 )  Kaji T . ，  Hiraga S. ， Mishima A. ， Yamamoto C .  

Sakamoto M.  and Koizumi F. : Plasmin stimu

lates the release of dermatan sulfate from 

vascular smooth muscle cells in culture . 

Thromb .  Res.  65 : 791-799 ， 1992 . 

7) Yamamoto C . ， Kaji T . ， Sakamoto M .  and 

Koizumi F . : Effect of endothelin on the re

lease of tissue plasminogen activator and 

plasminogen activator inhibitor - 1  from cul

tured human eudothelial cells and interac

tion with thrombin. Thromb. Res. 67 : 6 1 9 -

624 .  1992 . 

8) 酒 井 剛 ， 川 口 誠， 石津 伸， 小 泉 富 美 朝 :

掌瞭膿癌症 の 口 蓋肩桃に お け る 病理組織学的研究.
日 肩桃誌. 3 1 : 48-51 ， 1992 .  

9 ) 橋 本博 史 ， 磯部幸雄， 竹 内 健， 樺沢 一 之 ， 長

沢俊彦， 小 泉 富美朝 : ア レ ノレ ギ ー 性 肉 芽腫 性 血 管

炎 の 診 断基準 に 関す る 検討. リ ウ マ チ. 32 : 2 9 2 -
299 . 1992 . 

10)  西駕美知春， 桑山 直也， 遠藤俊郎， 高久 晃 ，

小泉 富美朝 : 後頭蓋寓硬膜動脈奇 形 の 組織学 的 検

討 と 治療法 に つ い て の考 察. 脳 卒 中 の 外 科 . 2 0 : 
449-455 ， 1 992 . 

⑮ 症例報告
1 )  Fukuda T . ， Ohnishi Y . ， Kanai 1 . ， Emura 1 . ， 

Watanabe T . ， Kitazawa M .  and Okamura A . : 
Papillary adenoma of the lung Histological 

and ultrastructural findings in two cases . 

Acta Pathol . Jpn . 42 : 56-61 ， 1992 . 

2 )  勝 山新弥， 石 津 伸， 小 泉 富美朝， 藤 巻 雅 夫 :

官小細胞癌 の 1 例. 日 臨外医会誌. 5 3 :  348- 353 ， 
1992 . 

3) 中嶋愛子， 中 嶋 憲修， 二谷立介， 瀬 戸 光 ， 柿

下正雄， 風 間泰蔵， 上野 均， 小 泉 富 美 朝 : 原 発

性oxalosisの 1 例. 臨放. 37 : 413-416， 1992 . 

⑮ 総 説
1) 小泉富美朝 : 5 歳以下の小児の 口 蓋扇桃に お け

る リ ンパ 櫨胞の病理学的変化. 日 肩桃誌. 3 1 : 1 78-
182 .  1992 . 

2) 小泉富美朝 : RA ア ミ ロ イ ド ー シ ス 一 序 説 . 中

部 リ ウ マ チ. 23: 36- 37， 1992 . 

3) 若木邦彦 : RAア ミ ロ イ ド ー シ ス 一 病理 学 的 立

場か ら 中部 リ ウ マ チ. 23 : 40-41 ， 1992 .  

4) 小泉 富美朝 : ア レ ル ギ ー 性 肉芽腫性血管炎 ; 組

織診断 現代 医療. 24 : 146ト 1463 ， 1 992 . 

⑮ 学会報告
1 ) 木屋千 恵 子 ， 江 尻 哲， 若 木 邦 彦 : Endome

trial strom al sarcomaの 2 例. 第 9 回 日 本 細 胞

学会 ・ 富 山県支部総会及 び 学 術 集 会 ， 1992 ， 3 ， 
富 山.

2) 若木邦彦， 小泉富美朝， 津 留 明 彦 : 双 胎 妊 娠 時

に 急死 し た 肺高血圧症合併SLEの 1 例. 第81 回 日

本病理学会総会. 1992 ， 5 ， 仙台

3) 小竹 覇 ， 小泉富美朝 : ヒ ト 歯 肉 由 来 線 維 芽 細

胞が産生す る 好 中球走化性因子の検討. 第81 回 日

本病理学会総会， 1992， 5 ， 仙 台 .

4) 村井嘉寛， 北川 正 信 ， 岡 田 英吉， 安 田 政 実 ， 小

泉 富美朝， 三輪淳夫 : 石綿肺 7 症 例の肺 内 石 綿 繊

維の 検討. 第81 回 日 本病理学会総会， 1992 ， 5 ， 仙

台

5) 小泉富美朝， 松野博 明 : RAと OAの 生検滑膜組

織像 の比較. 第36回 日 本 リ ウ マ チ学会総会. 1992， 
5 ， 舞浜.

6) 霜 田 ふ ゆ み ， 小泉 富美朝， ) 1 1 ロ 誠， 寺津捷年 :

滑膜表層細胞 に お け る MAC387陽性 細 胞 と lyso・

zyme陽性細胞の検討. 第36 回 日 本 リ ウ マ チ 学 会

総会， 1992 ，  5 ， 舞浜.

7)  鍛冶利幸， 平賀祥一， 山本千夏， 坂 元 倫 子 ， 小

泉 富 美朝 : 培養 ウ シ 大動脈血管平滑筋細胞 に お け

る ヒ ト 組換 え 腫 蕩 壊 死 因 子 (hrTNF α ) に よ る

グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン の 変化. 第24回 日 本 結 合 組

織学会総会， 1992 ， 6 ， 仙台.

8) 江 尻 哲 ， 木 屋 千 恵 子 ， 若 木 邦 彦 : Alveolar 
soft part sarcomaの 2 例. 第 9 回 日 本 臨 床 細 胞

学会， 北陸連合会学術集会， 1992 ， 8 ， 富 山.

9) 小泉富美朝， 倉茂洋一， 呉 昌 国， 松 野 博 明 :

血管炎 と ア ミ ロ イ ド 症 を 認 め た 悪性 関節 リ ウ マ チ

(MRA) の 2 剖検例. 第 4 田 中部 リ ウ マ チ 学 会 総

会 ， 1992 ， 9 ， 名古屋.

10) ) 1 1 口 誠， 酒井 岡g， 小 泉 富美朝 : IgA腎症 の
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肩 桃 の 免 疫組織学的特徴 ( シ ン ポ ジ ウ ム ) . 第 3 2

回 日 本肩桃研究会総会， 1992 ， 9 ， 岡 山.

1 1 )  長 谷 川 稔 ， 鍛 冶 友 昭 ， 北 川 和 久 ， 加 納 美 樹

子， 小 泉 富 美朝 掌瞭膿癌症の 統計的観察 と 肩 摘

例 の 検討. 第46回北陸医学会総会， 1 992 ， 9 ， 福

井.

⑮ そ の 他
1 )  若木邦彦， 小泉 富 美朝， 津 留 明 彦 : 双 胎 妊 娠 時

急死 し た 肺高血圧症合併SLEの 一部検例. 厚 生 省

特定疾患 ・ 難 治性血管炎調査研究班. 199 1 年 度 研

究報告書. 1 18- 12 1 ， 1992 . 

2 )  鍛冶利幸， 坂元倫 子， 小 泉 富美朝 : 培 養 血 管 内

皮細胞 に よ る 組織プラ ス ミ ノ ーゲ ンア ク チベー タ ー

放 出 の エ ン ド セ リ ン に よ る 制御. 厚生省特定疾患 ・

難治性血管炎 調査研究班. 1 99 1 年 度 研 究 報 告 書 ，

156- 158. 1992 . 

3) 小 泉 富美 朝 : 剖検例 に お け る 大動脈癌周 囲 組 織

の 変 化 の 検討. 厚 生 省 特定疾患. 難治性 血 管 炎 調

査 研究班. 1991年度研究報告書， 220- 221 ， 1992 . 

4 )  Koizumi F. and Wakaki K . :  Histopathologi

cal study on al1ergic granulomatosis and 

angiitis - Analysis of findings in 1 6  autop

sied p atients and 4 0  biopsies on p atients 

with Churg-Strauss syndrome- . Interna tional 

Symposium “lntractable vasculitis syndromes " 

厚生 省 特定疾患 ・ 難治性血管炎調査研究班. 平 成

4 年度第 1 回 総会 ， 1992 ， 7 ， 札幌.

5)  本 間正教， 川 口 誠， 若 木 邦 彦 ， 小 泉 富 美 朝 ，

村 嶋 誠， 中谷敦子 : N eoplastic angioendothe

liosis に 伴 っ た 組織球増殖症. 第 8 回 富 山 県 血 液

疾 患 研究会， 1992 ， 富 山.

6)  小 泉 富 美 朝 : 慢 性 関 節 リ ウ マ チ の病理学 的 特 徴

病変. 群馬地区リウ マ チ 教 育 研 修 会 ， 1 992 ， 1 1 ， 

高 崎 .

7) 石津 伸 ， 川 口 誠 ， 小 泉 富 美 朝 : Th 5 / 6  

に 発 生 し た 脊椎硬膜外腫蕩 ( 症 例 検 討 ) . 第 4 回

北陸病理集談会， 1992 ， 1 1 ， 内 灘.

8) 坂 巻 暁 ， 若 木 邦 彦 : 左 腸 骨 に 発 生 し た 腫 蕩

(症例検討). 第 4 回 北陸病理集談会 ， 1992 ， 1 1 ，  

内 灘 .

9) 酒井 剛 ， 川 口 誠， 小 泉 富美朝 掌 瞭 膿 癌 症

(PPP ) に お け る 肩桃組織 の 形態計測 に よ る 研 究.

第 4 回 北陸病理集談会， 1992 ， 1 1 ， 内 灘.

10) 小 泉 富 美 朝 : 慢性 関 節 リ ウ マ チ の 病 理 . 健 康

講演会， 1992 ， 1 1 ， 見 附 .

1 1) 小 泉 富美 朝 : 慢性 関 節 リ ウ マ チ の 発症 と 病 理

健康講演会， 1992 ， 1 1 ， 金沢 .
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⑩ 著 書
1 )  Kamimura K . ， Nakamura M. and Waqar M.A . : 

Sampling of Culex tritαeniorhynchus for 

virus isola tion in Karachi and Haleji L ake ， 
a suburb o f  Karachi ， In Subacute sclerosing 

p anencephalitis and the Japanese encepha li

tis-like disease in K arachi ， P akistan - A 

c1inico ・ epidemi o ・ vlro ・ sero ・ immunogenetico ・

entom o・epizoo tiological study ， by Takasu T .  

et a1 .  (Eds . ) 1 87 ・ 1 89 ， Karachi Encephalitis 

Survey Team Secretariat ， Nihon Univ . ， Tokyo ， 
199 1 .  

2 )  Nakamura M. ， Kamimura K .  and Takasu T. : A 

case of falciparum malaria infected in Paki

stan survey . ibid. 191- 195 ， 199 1 .  

3) 田 中生 男 ， 上 村 清 ， 元 木 貢 ， 水 谷 澄 ， 島

田 篤 夫 : 屋 内 露中の ダ ニ 類 の 防 除 に 関 す る 研 究 .

日 産科学振興財 団研究報告書， 14 : 41-51 ， 1 991 . 

4) 上村 清 : ス テ ロ イ ド 剤 と ヒ ぜ ン ダ ニ ・ シ ラ ミ

対策. 日 常診療の た め の ワ ン ポ イ ン 卜 ・ ア ド バ イ

ス 500， Medical Practice 編 集 委 員 会 編 ， 202 ， 

文光堂， 東京， 1992 . 

⑮ 原 著
1) Hasegawa H . ，  Miyagi 1 . ， Toma T. ， Kamimura 

K. ， N ainggolan I .J .J . ，  Tumewu・W agei M . ， 
Mandagi-Waworuntu H . G . ，  Kapojos F .X . ，  Runtu・

wene J . ， P aath-Runtupalit ， and Syafruddin: 
Intestinal parasitic infections in Likupang， 
North Sulawesi ， Indonesia . Southeast Asian 

J .  Tro p .  Med . Public Health 23 : 219-227， 1田2.

2) Kawamoto Y . ，  Winger L .A . ， Hong K . ， Matsuoka 

H. ， Chinzei Y. ， Kawamoto F. ， Kamimura K. ， 
Arakawa R . ，  Sinden R .  E. ， and Miyata A. : 
Plαsmodium berghei: Sporozoites are sensi

tive to human serum but not susceptible host 

serum . Exp . Parasit. 75 : 361-368， 1992 . 

3) Syafruddin， Kamimura K . ，  Hasegawa H . ，  Toma 

T . ， Miyagi 1 . ， Kawamoto F . ， Nainggolan I .J . ， 

Tumewu・Wagey M. ， M andagi-Waworuntu H . ， 
Kapojos F.X . ，  and Runtuwene J . : Epidemiolo

gical study of m alaria in N orth Sulawesi ， 
lndonesia by f1uorescence and giemsa stain-
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